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2023 年テーマ『闇に輝く！』                                                                               2023.10.15. 

「苦役から救い出す神。」 出エジプト記 6 章 1 節～9 節   

「
神
で
あ
る
主
は
人
を
連
れ
て
来
て
、
エ
デ
ン
の
園
に
置
き
、
そ
こ
を
耕
さ
せ
、

ま
た
守
ら
れ
た
。
」
（
創
世
記
２
・15

）
と
あ
る
よ
う
に
、
労
働
は
人
の
使
命
で
あ

り
、
妻
と
愛
し
合
っ
て
働
く
な
ら
ば
人
と
し
て
の
喜
び
と
生
き
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
罪
に
よ
っ
て
、
男
と
女
は
罪
を
擦
り
付
け
合
い
、
「
苦
し
ん
で
食
を
得
る

こ
と
に
な
る
。」
（
創
３
・17

）
の
で
し
た
。 

Ａ
Ｉ
（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル 

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス 

人
工
知
能
）
に
よ
っ
て

な
く
な
る
仕
事
は
、
一
般
事
務
職
、
電
車
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
、
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
の
店
員
、
銀
行
員
、
警
備
員
、
ラ
イ
タ
ー
、
通
関
士
、
会
計
監
査
、
ホ
テ
ル

客
室
係
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
、
な
ど
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
人
間
の
よ
う
な
自
然
な
会
話
が
で
き
て
、
文
章
を
作

り
、
回
答
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
驚
か
れ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
Ａ
Ｉ
が
機
能
す
る
未
来
に
お
い
て
、
人
間
が
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
は
少

な
く
な
り
、
優
秀
で
な
い
と
働
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。
中
国
で
の
２
０

２
２
年
の
大
学
卒
の
文
系
の
就
職
率
は
１
２
．
４
％
、
理
系
で
２
９
．
５
％
で
あ

り
、
韓
国
で
も
６
割
程
度
し
か
な
い
よ
う
で
す
。 

日
本
で
は
、
人
不
足
が
叫
ば
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
従
業
員
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の

運
転
手
、
建
設
作
業
員
、
農
業
な
ど
で
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
賃
金

を
上
げ
れ
ば
商
売
が
成
り
立
た
ず
、
結
局
、
人
を
雇
わ
な
い
業
態
に
代
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
合
理
化
と
い
う
言
葉
は
、
生
産
性
を
基
準
に
人
件
費
を
抑
え
る
も
の
で
す
。 

歴
史
的
に
は
、
庶
民
は
い
つ
も
、
圧
政
と
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
苦
役
を
強
い
ら

れ
る
存
在
で
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
よ
う
な
束
の
間
の
平
和
と
繁
栄
は
、
長

く
は
続
か
な
い
も
の
で
す
が
、
愚
か
な
人
々
は
将
来
に
対
す
る
緊
張
感
な
く
、
怠
惰

な
生
活
を
送
り
、
犠
牲
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
の
も
常
の
こ
と
で
す
。 

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
は
重
い
労
働
に
う
め
き
、
泣
き
叫
ん
だ
。
重
い
労
働
に
よ

る
彼
ら
の
叫
び
は
神
に
届
い
た
。
」
（
出
２
・23

）
。
「
彼
ら
は
、
主
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の

子
ら
を
顧
み
、
そ
の
苦
し
み
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
礼
拝

し
た
。」（
同
４
・31

）。 

モ
ー
セ
と
ア
ロ
ン
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
王
に
「
荒
野
へ
三
日
の
道
の
り
を
行
か
せ

て
、
私
た
ち
の
神
、
主
に
い
け
に
え
を
献
げ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
で
な
い
と
、

主
は
疫
病
か
剣
で
私
た
ち
を
打
た
れ
ま
す
。
」
（
出
５
・3

）
と
言
っ
た
の
は
、
王
を
怒

ら
せ
る
た
め
で
す
。
王
は
怒
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
へ
の
苦
役
を
重
く
し
ま
す
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
人
々
は
、
「
主
が
あ
な
た
が
た
を
見
て
、
裁
か
れ
ま
す
よ
う
に
。
あ
な
た
が

た
は
、
フ
ァ
ラ
オ
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
目
に
私
た
ち
を
嫌
わ
せ
、
私
た
ち
を
殺
す
た

め
、
彼
ら
の
手
に
剣
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。」（
５
・21

）
と
怒
り
ま
す
。 

民
も
モ
ー
セ
も
、
自
分
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
物
事
が
動
く
こ
と
を
考
え
、
願
う

の
で
す
。
信
仰
も
、
戦
い
の
意
欲
も
な
く
、
甘
え
て
い
る
の
で
す
。 

                   
 
 

主
は
、
モ
ー
セ
に
、
「
あ
な
た
に
は
、
わ
た
し
が
フ
ァ
ラ
オ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
今
に
分
か
る
。
彼
は
強
い
ら
れ
て
こ
の
民
を
去
ら
せ
、
強
い
ら
れ
て
こ
の
民

を
自
分
の
国
か
ら
追
い
出
す
か
ら
だ
。
」
（
出
６
・1

）
と
言
わ
れ
る
。
「
後
、
知
る
べ

し
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
納
得
い
か
な
け
れ
ば
行
動
し
な
い
人
々
は
、
信
仰
者
と

は
言
い
ま
せ
ん
。 

神
は
人
を
助
け
、
救
お
う
と
さ
れ
る
時
、
私
た
ち
が
救
い
に
値
す
る
か
ど
う
か
、

必
ず
確
か
め
る
の
で
す
。
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
こ
と
を
求
め
、
苦
難
や
試
練

を
耐
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
は
、
天
国
に
は
相
応
し
く
な
い
判
断
さ
れ
ま
す
。

更
に
、
苦
難
の
時
に
、
神
に
助
け
を
求
め
ず
に
不
平
不
満
や
愚
痴
を
こ
ぼ
す
人
を
救

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

あ
る
程
度
の
収
入
が
あ
り
、
平
穏
に
暮
ら
せ
れ
ば
、
そ
れ
で
良
い
、
と
い
う
信
仰

者
も
お
り
ま
す
。
た
だ
、
イ
エ
ス
様
は
「
自
分
を
捨
て
、
自
分
の
十
字
架
を
負
っ
て

わ
た
し
に
従
っ
て
来
な
さ
い
。
自
分
の
い
の
ち
を
救
お
う
と
思
う
者
は
そ
れ
を
失

い
、
わ
た
し
の
た
め
に
い
の
ち
を
失
う
者
は
そ
れ
を
見
出
す
の
で
す
。
・
・
・
人
の
子

は
、
や
が
て
父
の
栄
光
を
帯
び
て
御
使
い
た
ち
と
共
に
来
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
時

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
行
い
に
応
じ
て
報
い
ま
す
。
」
（
マ
タ
イ
１
６
・24-27

）
と
警

告
さ
れ
ま
し
た
。 

「
そ
ん
な
熱
心
な
信
仰
を
持
た
な
く
て
も
、
普
通
に
生
き
て
神
を
信
じ
て
い
れ

ば
、
天
国
に
行
け
る
の
に
。
」
と
考
え
て
い
る
人
も
実
は
多
く
お
り
ま
す
。
「
わ
た
し

に
向
か
っ
て
『
主
よ
、
主
よ
』
と
言
う
者
が
み
な
天
の
御
国
に
入
る
の
で
は
な
く
、

天
に
お
ら
れ
る
わ
た
し
の
父
の
み
こ
こ
ろ
を
行
う
者
が
入
る
の
で
す
。
」
（
マ
タ
イ

７
・21

） 

再
臨
と
い
う
も
の
は
、
神
の
裁
き
が
明
ら
か
に
な
る
時
で
す
。
認
罪
感
の
な
い
人

は
、
自
分
が
有
罪
に
な
る
と
思
わ
ず
に
平
気
で
犯
罪
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
神
の

裁
き
が
厳
し
い
も
の
だ
と
思
わ
ず
に
怠
惰
に
生
き
て
い
て
、
裁
き
の
時
に
、
「
呪
わ
れ

た
者
ど
も
。
わ
た
し
か
ら
離
れ
、
悪
魔
と
そ
の
使
い
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
永
遠
の

火
に
入
れ
。」（
マ
タ
イ
２
５
・41

）
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。 

多
く
の
人
が
、
出
エ
ジ
プ
ト
の
時
の
奇
跡
や
神
の
顕
現
を
喜
び
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
に
し
て
奇
跡
的
に
エ
ジ
プ
ト
を
脱
し
て
も
、
神
に
従
わ
ず
、
神
の
掟
を
悟
ら
ず
、

滅
び
て
い
っ
た
人
が
殆
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
「
彼
ら
は
失

意
と
激
し
い
労
働
の
た
め
に
、
モ
ー
セ
の
言
う
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
」
（
６
・9
）
。
苦
し
い
こ
と
が
不
信
仰
の
言
い
訳
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
縁
故
や
功

績
で
天
国
に
入
れ
る
ほ
ど
、
天
国
の
入
場
券
は
安
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天
国
の
入
場

券
の
代
価
は
、
自
分
の
い
の
ち
で
あ
り
、
命
懸
け
の
信
仰
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
だ
、
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

      



[ここに入力] 
 

【新改訳 2017】 

出 6:1 【主】はモーセに言われた。「あなたには、わた

しがファラオにしようとしていることが今に分かる。

彼は強いられてこの民を去らせ、強いられてこの民を

自分の国から追い出すからだ。」 

6:2 神はモーセに語り、彼に仰せられた。「わたしは

【主】である。 

6:3 わたしは、アブラハム、イサク、ヤコブに全能の

神として現れたが、【主】という名では、彼らにわたし

を知らせなかった。 

6:4 わたしはまた、カナンの地、彼らがとどまった寄

留の地を彼らに与えるという契約を彼らと立てた。 

6:5 今わたしは、エジプトが奴隷として仕えさせてい

るイスラエルの子らの嘆きを聞き、わたしの契約を思

い起こした。 

6:6 それゆえ、イスラエルの子らに言え。『わたしは

【主】である。わたしはあなたがたをエジプトの苦役

から導き出す。あなたがたを重い労働から救い出し、

伸ばされた腕と大いなるさばきによって贖う。 

6:7 わたしはあなたがたを取ってわたしの民とし、わ

たしはあなたがたの神となる。あなたがたは、わたし

があなたがたの神、【主】であり、あなたがたをエジプ

トでの苦役から導き出す者であることを知る。 

6:8 わたしは、アブラハム、イサク、ヤコブに与える

と誓ったその地にあなたがたを連れて行き、そこをあ

なたがたの所有地として与える。わたしは【主】であ

る。』」 

6:9 モーセはこのようにイスラエルの子らに語った

が、彼らは失意と激しい労働のために、モーセの言う

ことを聞くことができなかった。 

 

 

 

 

Exo 6:1 Then the Lord said to Moses, "Now you 
shall see what I will do to Pharaoh. For with a 
strong hand he will let them go, and with a 
strong hand he will drive them out of his land." 
 6:2 And God spoke to Moses and said to him: "I 
am the Lord. 
 6:3 "I appeared to Abraham, to Isaac, and to 
Jacob, as God Almighty, but by My name Lord I 
was not known to them. 
 6:4 "I have also established My covenant with 
them, to give them the land of Canaan, the land 
of their pilgrimage, in which they were 
strangers. 
 6:5 "And I have also heard the groaning of the 
children of Israel whom the Egyptians keep in 
bondage, and I have remembered My covenant. 
 6:6 "Therefore say to the children of Israel: 'I am 
the Lord; I will bring you out from under the 
burdens of the Egyptians, I will rescue you from 
their bondage, and I will redeem you with an 
outstretched arm and with great judgments. 
 6:7 'I will take you as My people, and I will be 
your God. Then you shall know that I am the 
Lord your God who brings you out from under 
the burdens of the Egyptians. 
 6:8 'And I will bring you into the land which I 
swore to give to Abraham, Isaac, and Jacob; and 
I will give it to you as a heritage: I am the Lord.' 
" 
 6:9 So Moses spoke thus to the children of 
Israel; but they did not heed Moses, because of 
anguish of spirit and cruel bondage. 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
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